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▽
個
別
経
営
体
の
米
生
産

費
24
年
産
米
の
全
算
入
生

産
費
は
10
㌃
当
た
り
前
年

比
0
・
6
％
減
の
13
万
2

1
1
2
円
。
60
㌔
当
た
り

の
全
算
入
生
産
費
は
1
万

5
8
1
4
円
で
前
年
比

0
・
8
％
減
少
し
た
。

ま
た
、
副
産
物
（
玄
米

と
し
て
販
売
し
な
か
っ
た

ふ
る
い
下
米
・
稲
わ
ら

等
）
に
係
る
生
産
コ
ス
ト

も
含
め
た
10
㌃
当
た
り
生

産
費
総
額
は
13
万
6
8
5

8
円
で
、
前
年
か
ら
1
・

1
％
増
加
、
60
㌔
当
た
り

生
産
費
総
額
は
1
万
6
3

8
2
円
で
、前
年
か
ら
0
・

8
％
増
加
し
た
。

10
㌃
当
た
り
生
産
費
の

内
訳
を
み
る
と
、
生
産
費

の
7
割
を
占
め
る
物
財
費

が
前
年
比
で
0
・
7
％
上

昇
し
、
残
り
3
割
を
占
め

る
労
働
費
も
前
年
比
0
・

6
％
上
昇
し
た
が
、
物
財

費
の
う
ち
、
肥
料
費
が
前

年
か
ら
12
・
6
％
と
大
き

く
減
少
し
た
こ
と
で
、
生

産
費
全
体
は
前
年
比
0
・

6
％
の
減
少
と
な
っ
た
。

▽
組
織
法
人
経
営
体
の
米

生
産
費

組
織
法
人
経
営
体
の
10

㌃
当
た
り
全
算
入
生
産
費

は
、前
年
か
ら
2
・
4
％
減

少
し
9
万
7
0
5
7
円
。

一
方
、
60
㌔
当
た
り
全
算

入
生
産
費
は
1
万
2
0
9

0
円
で
、
同
2
・
1
％
増

加
し
た
。

ま
た
、
副
産
物
に
係
る

生
産
コ
ス
ト
も
含
め
た
10

㌃
当
た
り
生
産
費
総
額
は

10
万
2
1
2
6
円
で
、
同

0
・
1
％
増
加
し
、
60
㌔

当
た
り
生
産
費
総
額
は
1

万
2
7
2
1
円
で
、同
4
・

7
％
増
加
し
た
。

10
㌃
当
た
り
生
産
費
の

内
訳
は
、
物
財
費
が
前
年

比
1
・
3
％
減
で
、
労
働

費
が
2
・
5
％
増
と
な
っ

た
。
ま
た
、
肥
料
費
は
個

別
経
営
体
同
様
、
前
年
か

ら
8
・
8
％
減
少
し
た
。

▽
24
年
産
は
21
・
26
時
間
・

労
働
時
間
は
右
肩
下
が
り

で
推
移

天
候
に
左
右
さ
れ
労
働

時
間
が
不
規
則
に
な
り
が

ち
な
農
業
だ
が
、
10
㌃
当

た
り
労
働
時
間
は
個
別
経

営
体
も
組
織
法
人
経
営
体

も
50
年
以
上
、
右
肩
下
が

り
が
続
い
て
い
る
。

個
別
経
営
体
の
労
働
時

間
は
統
計
が
残
っ
て
い
る

1
9
5
1
年（
昭
和
26
年
）

産
は
2
0
0
・
7
時
間
だ

っ
た
が
、
71
年
産
は
1
1

0
・
3
時
間
と
約
半
分
に

減
少
。
88
年
産
で
は
48
・

1
時
間
と
50
時
間
を
切

り
、
06
年
に
は
29
・
16
時

間
と
30
時
間
を
下
回
っ

た
。
そ
の
後
も
減
り
続

け
、
こ
の
10
年
で
は
2
・

94
時
間
減
少
し
た
。

一
方
、
組
織
法
人
経
営

体
の
24
年
産
10
㌃
当
た
り

労
働
時
間
は
12
・
31
時
間

で
、
17
年
産
か
ら
3
時
間

減
少
し
た
。

▽
飼
料
用
米
の
生
産
費

今
回
の
調
査
で
は
、
参

考
と
し
て
個
別
経
営
体
の

調
査
対
象
経
営
体
の
う

ち
、
飼
料
用
米
の
作
付
け

が
あ
る
97
経
営
体
を
対
象

に
、
飼
料
用
米
の
生
産
費

に
つ
い
て
も
調
査
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
10
㌃

当
た
り
の
全
算
入
生
産
費

は
12
万
3
4
6
0
円
で
、

米
の
生
産
費
全
体
か
ら
8

6
5
2
円
下
が
っ
た
。
内

訳
を
見
る
と
、
物
財
費
は

7
万
5
4
4
0
円
、
労
働

費
は
2
万
9
8
8
0
円
な

ど
だ
っ
た
。

な
お
、
各
金
額
は
各
費

目
別
の
食
用
米
の
費
用

（
10
㌃
当
た
り
）
を
1
0

0
と
し
た
場
合
の
飼
料
用

米
の
割
合
を
把
握
し
、
こ

れ
を
個
別
経
営
体
の
24
年

産
米
生
産
費
の
平
均
値
に

乗
じ
る
こ
と
等
で
算
出
し

た
。

農
林
水
産
省
が
10
月
31
日
に
公
表
し
た
2
0
2
4
年
産
の
米
生
産
費
の
調
査
結

果
に
よ
る
と
、
個
別
経
営
体
の
生
産
費
は
、
依
然
と
し
て
高
止
ま
り
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
個
別
経
営
体
の
10
㌃
当
た
り
の
米
生
産
費
は
13
万
2
1
1
2
円

で
、
前
年
よ
り
0
・
6
％
減
少
し
た
も
の
の
、
15
年
以
来
8
年
ぶ
り
と
な
っ
た
昨

年
に
続
き
13
万
円
台
と
な
っ
た
。

24
年
産
米
生
産
費
高
止
ま
り

労
働
時
間
は
減
少
傾
向
農水省
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今
年
の
収
穫
量
見
込
み

7
4
8
万
㌧
よ
り
少
な
い

目
安
と
な
り
、
増
産
に
か

じ
を
切
っ
た
石
破
政
権
の

政
策
か
ら
方
針
転
換
し
、

増
産
を
見
直
す
形
と
な
っ

た
。
た
だ
、
農
林
水
産
省

は
7
1
1
万
㌧
の
外
枠

で
、
政
府
備
蓄
米
と
し
て

21
万
㌧
の
生
産
を
要
求
し

て
い
る
。
こ
れ
を
合
わ
せ

れ
ば
7
3
2
万
㌧
と
な

り
、
25
年
産
収
穫
量
見
込

み
と
比
べ
て
も
生
産
量
は

減
産
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
横

ば
い
と
な
る
。

25
年
産
米
は
前
年
と
比

べ
て
68
万
5
0
0
0
㌧
増

で
、
26
年
6
月
末
の
民
間

在
庫
量
は
最
大
で
2
2
9

万
㌧
と
な
る
見
込
み
。
27

年
6
月
ま
で
の
需
要
見
通

し
は
今
年
と
同
水
準
の
6

9
4
万
〜
7
1
1
万
㌧
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
26

年
産
の
生
産
量
目
安
を
需

要
量
の
最
大
値
7
1
1
万

㌧
に
設
定
し
た
。

▽
増
産
方
針
見
直
し
で
も

需
給
緩
和
の
懸
念

27
年
6
月
末
の
民
間
在

庫
量
の
見
通
し
は
2
1
5

万
㌧
〜
2
4
5
万
㌧
。
適

正
水
準
は
1
8
0
〜
2
0

0
万
㌧
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
仮
に
26
年
産
が
目
安

通
り
7
1
1
万
㌧
生
産
さ

れ
れ
ば
、
27
年
6
月
末
の

民
間
在
庫
量
は
適
正
水
準

を
大
き
く
上
回
る
2
4
5

万
㌧
と
な
り
、
25
年
産
よ

り
減
産
し
て
も
需
給
が
緩

む
懸
念
が
あ
る
。

26
年
6
月
末
の
民
間
在

庫
量
は
当
初
、
1
9
8
万

〜
2
2
9
万
㌧
と
見
通
し

て
い
た
が
、
25
年
産
米
の

生
産
量
見
通
し
が
示
さ
れ

た
こ
と
や
備
蓄
米
の
供
給

量
が
修
正
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
2
1
5
万
〜
2
2
9

万
㌧
に
修
正
さ
れ
た
。

な
お
、
27
年
6
月
ま
で

の
1
年
間
の
需
要
量
は
近

年
増
加
し
て
い
る
訪
日
外

国
人
の
需
要
も
加
味
し
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
の
ツ
ケ
が
回

っ
て
き
た
。
ク
マ
被
害
が

一
向
に
収
ま
る
気
配
が
な

い
。
今
年
度
上
半
期
（
4

〜
9
月
）
の
ク
マ
の
出
没

件
数
は
2
万
7
9
2
件

で
、過
去
5
年
間
で
最
多
。

死
者
数
は
11
月
5
日
時
点

で
13
人
と
な
り
、
過
去
最

多
と
な
っ
た
。
出
没
件
数

は
2
0
2
4
年
度
1
年
分

（
2
万
5
1
3
件
）
を
上

半
期
だ
け
で
超
え
、「
異

常
出
没
」
と
さ
れ
た
23
年

度
の
ペ
ー
ス
を
上
回
り
、

死
者
数
は
過
去
最
悪
だ
っ

た
23
年
度
の
6
人
の
2
倍

以
上
と
な
っ
た
。

出
没
が
最
も
多
い
の
は

岩
手
県
の
4
4
9
9
件

で
、
以
降
、
秋
田
県
4
0

0
5
件
、
青
森
県
1
8
3

5
件
、
山
形
県
1
2
9
1

件
。
北
海
道
も
相
当
数
に

上
る
と
思
わ
れ
る
が
、
公

表
し
て
い
な
い
の
で
詳
細

は
不
明
だ
。

今
年
度
の
特
徴
は
、

23
、
24
年
度
と
比
べ
て
、

7
月
以
降
に
起
き
た
人
身

事
故
の
7
割
以
上
が
市
街

地
や
民
家
の
周
辺
な
ど
で

発
生
し
て
い
る
点
だ
。

こ
う
し
た
状
況
を
受

け
、政
府
は
日
本
初
の「
ク

マ
被
害
対
策
等
に
関
す
る

関
係
閣
僚
会
議
」
を
発
足

さ
せ
た
。
11
月
中
旬
ま
で

に
「
ク
マ
被
害
対
策
施
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
取
り
ま

と
め
る
と
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
警
察
庁
で
は

警
察
官
が
ラ
イ
フ
ル
銃
を

使
用
し
て
ク
マ
の
駆
除
に

あ
た
れ
る
か
ど
う
か
の
検

討
を
開
始
。
小
泉
進
次
郎

防
衛
相
は
、
秋
田
県
か
ら

要
請
の
あ
っ
た
「
自
衛
隊

派
遣
」
を
実
行
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
で
ク
マ
被
害

を
防
げ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ク
マ
の
駆
除
現
場
は
慢

性
的
な
人
手
不
足
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
。
仮
に
警
察

官
や
自
衛
隊
が
ラ
イ
フ
ル

銃
で
ク
マ
を
撃
て
る
よ
う

に
な
っ
た
と
し
て
も
、
彼

ら
に
は
ク
マ
と
対
峙
し
た

経
験
が
な
い
。
い
ざ
捕
獲

と
な
れ
ば
地
元
ハ
ン
タ
ー

の
出
番
と
な
る
。
し
か

し
、
人
数
を
集
め
る
の
は

容
易
で
は
な
い
よ
う
だ
。

環
境
省
の
統
計
で
は
、

猟
銃
を
扱
え
る
狩
猟
免
許

所
持
者
は
全
国
に
約
21
万

人
い
る
が
、
狩
り
を
行
う

た
め
各
都
道
府
県
に
『
狩

猟
者
登
録
』
を
し
て
い
る

人
数
は
約
14
万
人
で
、
そ

の
大
半
は
60
歳
以
上
の
高

齢
者
だ
。
さ
ら
に
、
ハ
ン

タ
ー
の
報
酬
は
時
給
2
0

0
0
円
に
も
満
た
な
い
上

に
銃
弾
な
ど
は
自
腹
。
命

を
張
る
に
は
あ
ま
り
に
も

粗
末
な
扱
い
だ
。
も
っ
と

も
、
報
酬
を
高
額
に
し
て

人
数
を
揃
え
た
と
こ
ろ

で
、
対
処
療
法
に
し
か
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
今
年
は

森
に
餌
が
少
な
か
っ
た
と

い
う
が
、
餌
が
あ
ろ
う
と

な
か
ろ
う
と
、
街
の
味
を

知
っ
た
ク
マ
は
こ
れ
か
ら

も
街
へ
や
っ
て
く
る
。

そ
も
そ
も
、
環
境
破
壊

を
繰
り
返
し
、
ク
マ
な
ど

野
生
動
物
の
生
息
場
所
を

奪
っ
た
の
は
誰
だ
ろ
う
。

餌
不
足
も
異
常
気
象
の
結

果
。
ク
マ
と
人
間
の
境
界

線
を
な
く
し
た
の
は
他
な

ら
ぬ
人
間
だ
。

世
界
で
は
、
生
態
系
を

取
り
戻
そ
う
と
す
る
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
。
ダ
ム

を
壊
し
て
川
を
自
由
に

し
、
森
を
蘇
ら
せ
る
。
対

し
て
日
本
は
、
い
ま
だ
に

山
を
切
り
開
き
、
森
を
潰

し
て
並
べ
た
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
を
エ
コ
と
言
う
。

根
本
的
に
改
め
な
い

と
、
ク
マ
被
害
が
落
ち
着

い
て
も
新
た
な
脅
威
が
や

っ
て
く
る
。
こ
れ
ま
で
野

生
動
物
に
払
わ
せ
て
い
た

ツ
ケ
が
、
い
よ
い
よ
人
間

に
回
っ
て
き
た
。

農
林
水
産
省
は
2
0
2
6
年
産
主
食
用
米
の
適
正
生
産
量
の
目
安
を
7
1
1
万

ト
ン
に
設
定
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
今
年
の
収
穫
量
見
込
み
の
7
4
8
万
ト
ン

か
ら
は
大
幅
な
減
産
と
な
る
が
、
供
給
過
剰
で
価
格
が
下
落
す
る
と
生
産
者
の
多

く
が
懸
念
し
て
い
る
と
し
て
抑
制
に
動
く
。
目
安
通
り
に
生
産
さ
れ
た
場
合
、
27

年
6
月
末
の
民
間
在
庫
量
は
適
正
水
準
を
大
き
く
上
回
り
、
需
給
が
緩
む
可
能
性

が
あ
る
。 ２６

年
産
主
食
用
米
の
適
正

生
産
量
７
１
１
万
㌧

コ
メ
政
策
増
産
見
直
し
で

も
需
給
緩
和
の
可
能
性

ツ
ケ
が
回
っ
て
き
た
ク
マ
被
害

米
穀
安
定
供
給
確
保
支

援
機
構
（
米
穀
機
構
）
は

11
月
10
日
に
発
表
し
た
10

月
の
米
の
景
況
調
査
で
、

向
こ
う
3
カ
月
の
米
価
見

通
し
を
示
す
指
数
が
9
月

の
57
か
ら
18
ポ
イ
ン
ト
減

の
39
に
急
落
し
、
6
月
の

35
以
来
、
4
カ
月
ぶ
り
の

低
水
準
と
な
っ
た
。
基
準

の
50
を
下
回
る
の
は
3
カ

月
ぶ
り
と
な
る
。

需
要
が
緩
和
し
価
格
が

下
が
る
と
の
見
方
が
広
が

っ
た
の
は
、
2
0
2
5
年

産
主
食
用
米
の
収
穫
量
が

前
年
比
で
大
幅
増
の
見
通

し
と
な
っ
た
た
め
。
25
年

産
米
の
収
穫
量
見
通
し
は

7
4
8
万
㌧
で
、
16
年
産

以
来
、
9
年
ぶ
り
の
高
水

準
と
な
る
。

需
給
の
見
通
し
指
数
も

前
月
比
10
ポ
イ
ン
ト
減
の

35
に
急
落
し
た
。
40
を
下

回
る
の
は
22
年
4
月
以

来
、
3
年
7
カ
月
ぶ
り
。

業
者
間
で
は
、
25
年
産
米

の
増
産
に
加
え
安
価
な
輸

入
米
の
流
通
量
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
在
庫
過

剰
に
な
る
と
の
懸
念
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
ド
ロ
ー
ン
の
飛

行
禁
止
区
域
を
広
げ
、

重
要
施
設
の
周
囲
概
ね
3

0
0
メ
ー
ト
ル
と
定
め
る

現
行
制
度
を
同
1
0
0
0

メ
ー
ト
ル
に
改
め
る
案
の

検
討
を
始
め
た
。

ド
ロ
ー
ン
の
普
及
や
性

能
向
上
に
よ
り
、
テ
ロ
な

ど
に
悪
用
さ
れ
た
場
合
の

脅
威
が
高
ま
っ
て
い
る
と

し
て
、
警
察
庁
は
11
月
7

日
、
違
法
な
ド
ロ
ー
ン
飛

行
対
策
を
話
し
合
う
有
識

者
検
討
会
の
初
会
合
を
開

い
た
。
ド
ロ
ー
ン
規
制
法

の
改
正
も
視
野
に
、
飛
行

禁
止
区
域
の
拡
大
や
罰
則

適
用
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
年
内
に
も
報
告
書
を

ま
と
め
る
。

ド
ロ
ー
ン
規
制
法
は
首

相
官
邸
屋
上
へ
の
無
人
機

落
下
事
件
を
機
に
、
2
0

1
6
年
に
制
定
さ
れ
、
国

会
議
事
堂
や
皇
居
、
原
子

力
発
電
所
な
ど
の
重
要
施

設
敷
地
内
と
周
辺
約
3
0

0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
の
飛

行
を
原
則
禁
止
と
し
た
。

そ
の
後
の
法
改
正
で
、
自

衛
隊
施
設
や
空
港
な
ど
も

対
象
施
設
に
加
え
た
。

警
察
庁
に
よ
る
と
、
規

制
法
制
定
時
か
ら
ド
ロ
ー

ン
性
能
は
飛
躍
的
に
高
ま

り
、
市
販
品
で
も
飛
行
速

度
や
搭
載
可
能
重
量
は
数

倍
に
向
上
。
海
外
に
は
最

高
時
速
1
0
0
キ
ロ
を
超

す
機
体
も
あ
り
、
接
近
を

探
知
し
て
も
対
処
時
間
が

十
分
確
保
で
き
な
い
恐
れ

が
あ
る
と
し
て
、
規
制
範

囲
の
拡
大
を
検
討
す
る
こ

と
に
し
た
。

重
要
施
設
の
周
囲

１
０
０
０
ｍ
に
拡
大

検
討

ド
ロ
ー
ン
飛
行
禁
止
区
域

米
価
下
げ
見
通
し
強
ま
る

１０
月
の
向
こ
う
３
カ
月
見
通
し
指
数
急
落
米穀機構

２
０
２
５
年
９
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
５４
件
《
農
水
省
》

9
月
は
16
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
54
件
の
死
事
故

が
報
告
さ
れ
た
。

9
月
の
事
故
の
う
ち
、

コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
事
故

は
17
件
（
う
ち
死
亡
事
故

7
件
）
発
生
し
た
。
死
亡

事
故
は
転
倒
・
転
落
に
よ

る
も
の
が
5
件
、
詰
ま
り

を
除
去
し
よ
う
と
し
て
巻

き
込
ま
れ
た
も
の
が
1

件
、
機
械
後
部
の
補
助
者

に
気
付
か
ず
に
轢
い
て
し

ま
っ
た
も
の
が
1
件
あ
っ

た
。
ま
た
、
農
作
業
中
に

ク
マ
類
か
ら
被
害
を
受
け

る
事
例
も
9
件
あ
っ
た
。

コ
ン
バ
イ
ン
は
死
角
が

多
い
機
械
だ
と
い
う
こ
と

を
今
一
度
認
識
し
、
圃
場

の
端
等
の
位
置
を
確
認
し

つ
つ
作
業
を
行
う
と
と
も

に
、
補
助
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か

り
と
取
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
車
輪
式
の
ト
ラ
ク
タ

と
違
い
、
ク
ロ
ー
ラ
式
の

コ
ン
バ
イ
ン
は
、
少
し
の

凹
凸
で
車
体
が
傾
く
こ
と

が
あ
る
。
小
さ
な
段
差
を

乗
り
越
え
る
場
合
で
も
、

段
差
に
対
し
て
直
角
に
入

り
低
速
で
超
え
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
他
、
詰
ま

り
を
除
去
す
る
際
に
は
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て

か
ら
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

▽
12
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

12
月
か
ら
2
月
に
か
け

て
、
全
国
で
「
農
作
業
安

全
研
修
実
施
強
化
期
間
」

が
始
ま
る
。

現
在
、
多
く
の
補
助
金

に
お
い
て
、「
正
し
い
知

識
に
基
づ
く
作
業
安
全
に

努
め
る
」
こ
と
が
需
給
要

件
と
な
っ
て
い
る
。
市
町

村
役
場
、
農
協
、
農
機
販

売
店
な
ど
に
貼
ら
れ
て
い

る
「
農
作
業
安
全
ポ
ス
タ

ー
」
に
は
近
く
で
開
催
さ

れ
る
安
全
研
修
会
の
日
時

や
場
所
が
記
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
研
修
会
に
は
必

ず
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
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飼
料
用
米
な
ど
戦
略
作

物
の
作
付
面
積
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
。
25
年
産

の
飼
料
用
米
作
付
面
積
は

4
・
6
万
㌶
で
24
年
産
の

9
・
9
万
㌶
か
ら
5
・
3

万
㌶
減
、
23
年
産
の
13
・

4
万
㌶
と
比
べ
る
と
約
3

分
の
1
に
ま
で
減
少
し
、

こ
れ
に
伴
い
、
収
穫
量
も

前
年
の
52
万
㌧
か
ら
25
万

㌧
と
半
分
以
下
に
減
少
す

る
見
込
み
と
な
っ
て
い

る
。

▽
戦
略
作
物
は
い
ず
れ
の

品
目
も
減
少

飼
料
用
米
の
作
付
面
積

は
、
2
0
1
0
年
3
月
策

定
の
基
本
計
画
で
2
0
3

0
年
目
標
を
9
・
7
万
㌶

と
し
生
産
数
量
目
標
も
掲

げ
ら
れ
、
支
援
も
本
格
化

し
た
。
そ
の
た
め
、
11
年

に
は
3
万
㌶
台
だ
っ
た
作

付
面
積
は
21
年
産
11
・
6

万
㌶
、
22
年
産
14
・
2
万

㌶
、23
年
産
13
・
4
万
㌶
、

24
年
産
9
・
9
万
㌶
と
目

標
を
上
回
る
水
準
で
推
移

し
て
き
た
が
、
25
年
産
は

4
・
6
万
㌶
と
急
激
に
減

少
し
た
。

飼
料
用
米
は
、
24
年
産

か
ら
一
般
品
種
へ
の
交
付

金
単
価
の
引
き
下
げ
が
始

ま
っ
た
た
め
、
昨
年
産
か

ら
減
少
に
転
じ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
25
年
産
で
米
価

が
高
騰
し
た
こ
と
で
転
作

作
物
か
ら
主
食
用
米
に
作

付
け
転
換
す
る
生
産
者
が

増
え
、
飼
料
用
米
の
急
減

に
拍
車
が
掛
か
っ
た
。

減
少
し
た
の
は
飼
料
用

米
だ
け
で
な
く
、
戦
略
作

物
す
べ
て
の
品
目
に
及

ぶ
。
9
月
15
日
現
在
の
作

付
け
状
況
に
よ
る
と
、
加

工
用
米
は
前
年
比
6
0
0

0
㌶
減
の
4
・
4
万
㌶
、

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
は
同
7
0
0

0
㌶
減
の
4
・
9
万
㌶
、

麦
は
同
8
0
0
0
㌶
減
の

9
・
5
万
㌶
、
大
豆
は
同

9
0
0
0
㌶
減
の
7
・
5

万
㌶
な
ど
で
、
戦
略
作
物

の
合
計
作
付
面
積
は
38
・

8
万
㌶
と
な
り
、
前
年
か

ら
9
・
5
万
㌶
減
と
な
っ

た
。特

に
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
は

21
年
産
4
・
4
万
㌶
、
22

年
産
4
・
8
万
㌶
、
23
年

産
5
・
3
万
㌶
、
24
年
産

5
・
6
万
㌶
と
、
近
年
は

戦
略
作
物
の
中
で
唯
一
、

毎
年
増
加
し
て
い
た
が
、

25
年
産
は
4
・
9
万
㌶
で

7
0
0
0
㌶
減
少
し
た
。

飼
料
用
米
の
減
少
は
、

国
産
飼
料
米
で
育
て
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
い
る
豚
や
鶏

卵
な
ど
、
畜
産
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
。

▽
主
食
用
米
の
作
付
面
積

は
4
年
ぶ
り
の
1
3
0
万

ト
ン
台
に

飼
料
用
米
は
じ
め
、
戦

略
作
物
が
す
べ
て
の
品
目

で
前
年
の
作
付
面
積
を
下

回
る
中
、
主
食
用
米
の
作

付
面
積
は
前
年
か
ら
10
・

8
万
㌶
増
加
し
、1
3
6
・

7
万
㌶
と
な
っ
た
。
1
3

0
万
㌶
台
は
2
0
2
1
年

以
来
4
年
振
り
と
な
る
。

作
付
面
積
の
増
加
も
あ

り
、
25
年
産
主
食
用
米
の

生
産
量
は
7
4
8
万
㌧
と

24
年
産
の
6
7
9
万
㌧
か

ら
大
幅
な
増
産
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

飼
料
用
米
の
作
付
面
積
大
幅
減
農
水
省

▼

減
少
幅
２
年
で
３
分
の
１
に

▼

畜
産
へ
の
影
響
も
懸
念農

水
省

農
林
水
産
省
が
7
月
15

日
現
在
の
2
0
2
5
年
耕

地
面
積
に
つ
い
て
公
表
し

た
。
耕
地
面
積
は
4
2
3

万
9
0
0
0
㌶
で
、
荒
廃

農
地
か
ら
の
再
生
等
に
よ

る
増
加
が
あ
っ
た
も
の

の
、
耕
地
の
荒
廃
、
転
用

等
に
よ
る
減
少
が
多
く
、

前
年
に
比
べ
て
3
万
3
0

0
0
㌶
（
0
・
8
％
）
減

少
し
た
。
17
年
以
降
、
改

廃
面
積
は
年
3
万
㌶
以
上

で
推
移
し
て
い
る
が
、
25

年
は
4
万
9
0
0
㌶
と
な

り
、
大
台
を
超
え
た
。

耕
地
面
積
は
1
9
6
1

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続

い
て
お
り
、
1
9
5
6
年

（
昭
和
31
年
）
の
田
畑
計

6
0
1
・
2
万
㌶
（
田
3

3
2
・
0
万
㌶
・
畑
2
6

9
・
2
万
㌶
）
か
ら
3
割

以
上
減
少
し
た
。

前
年
か
ら
の
減
少
幅
を

田
畑
別
に
見
る
と
、
田
の

25
年
面
積
は
2
3
0
万
㌶

で
前
年
比
1
万
9
0
0
0

㌶
（
0
・
8
％
）
減
、
畑

の
25
年
面
積
は
1
9
3
万

9
0
0
0
㌶
で
同
1
万
3

0
0
0
㌶
（
0
・
7
％)

減
と
な
っ
た
。

地
域
別
で
は
、
田
は
東

北
が
最
も
多
く
4
9
0
0

㌶
減
で
、
前
年
の
減
少
幅

3
7
0
0
㌶
を
大
き
く
上

回
っ
た
。
他
、
減
少
幅
が

2
0
0
0
㌶
を
超
え
た
の

は
九
州（
2
6
0
0
㌶
減
）、

関
東
東
山
（
2
3
0
0
㌶

減
）、北
陸
（
2
2
0
0
㌶

減
）、近
畿
（
2
0
0
0
㌶

減
）
だ
っ
た
。

畑
に
つ
い
て
は
、
北
海

道
が
最
も
多
く
3
6
0
0

㌶
減
で
、
前
年
の
減
少
幅

1
8
0
0
㌶
の
2
倍
と
な

っ
た
。
他
、
減
少
幅
が
1

0
0
0
㌶
を
超
え
た
地
域

は
、
関
東
東
山
（
2
0
0

0
㌶
減
）、
東
海
（
1
8

0
0
㌶
減
）、
九
州
（
1

8
0
0
㌶
減
）、
東
北（
1

1
0
0
㌶
減
）
だ
っ
た
。

２
０
２
５
年
耕
地
面
積

前
年
比
３.３
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
減

改
廃
面
積
は
初
の
4
万
㌶
超
え
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直
播
栽
培
と
は
、
水
田

に
育
て
た
苗
を
植
え
る
従

来
の
方
法
（
移
植
栽
培
）

に
対
し
、
水
田
に
直
接
種

を
撒
い
て
い
く
栽
培
方

法
。
現
在
、
日
本
の
農
業

で
は
担
い
手
の
減
少
、
高

齢
化
に
対
応
す
る
新
し
い

技
術
の
開
発
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
稲
作

の
労
働
時
間
は
10
㌃
当
た

り
30
時
間
以
内
に
ま
で
減

っ
て
い
る
が
、
育
苗
、
田

植
作
業
が
そ
の
4
分
の
1

を
占
め
て
い
る
。
苗
箱
に

よ
る
移
植
栽
培
が
大
部
分

を
占
め
る
中
、
直
播
栽
培

は
育
苗
と
田
植
え
の
省
略

に
よ
り
、
稲
作
の
大
規
模

化
・
低
コ
ス
ト
化
・
省
力

化
の
た
め
の
キ
ー
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
し
て
、
改
め
て

有
望
視
さ
れ
て
い
る
技
術

で
、
近
年
は
東
北
や
北
陸

を
中
心
に
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
。

▽
水
稲
直
播
栽
培
は
乾
田

直
播
と
湛
水
直
播
の
2
種

類
水
稲
の
直
播
方
法
に
は

乾
田
直
播
と
湛
水
直
播
の

2
種
類
が
あ
る
。

乾
田
直
播
は
畑
状
態
で

播
種
し
、
一
定
期
間
後
に

入
水
す
る
。
降
雨
時
は
播

種
で
き
ず
、
播
種
後
か
ら

入
水
ま
で
の
乾
田
期
に
は

発
生
す
る
雑
草
防
除
が
必

要
と
な
る
。
ま
た
、
田
の

ひ
び
割
れ
や
床
締
め
し
て

い
な
い
圃
場
な
ど
漏
水
す

る
圃
場
で
は
、
水
稲
除
草

剤
の
効
果
が
安
定
せ
ず
雑

草
管
理
が
難
し
く
な
る
な

ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

一
方
、
湛
水
直
播
は
代

か
き
作
業
が
必
要
だ
が
、

代
か
き
に
よ
っ
て
雑
草
の

発
生
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る

と
共
に
硬
盤
層
が
形
成
さ

れ
る
た
め
、
水
管
理
が
し

や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
80
年
代

よ
り
発
芽
促
進
を
目
的
と

し
た
種
も
み
の
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
開
発
さ
れ
、
技
術

革
新
が
進
ん
で
き
た
。

▽
乾
田
期
の
雑
草
防
除
や

収
量
の
安
定
化
に
課
題

乾
田
直
播
と
湛
水
直
播

の
メ
リ
ッ
ト
を
比
較
す
る

と
、
乾
田
直
播
は
「
代
か

き
が
不
要
」
と
い
う
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反

面
、「
降
雨
時
は
播
種
で

き
な
い
」「
播
種
後
か
ら

入
水
ま
で
の
乾
田
期
に
発

生
す
る
雑
草
防
除
が
欠
か

せ
な
い
」「
苗
立
ち
・
入

水
後
に
減
水
深
が
大
き
く

な
り
が
ち
で
、
水
稲
除
草

剤
の
効
果
が
安
定
せ
ず
雑

草
管
理
が
難
し
く
な
る
」

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

こ
の
他
、
播
種
に
は
播

種
機
が
必
要
に
な
る
。
但

し
、
麦
や
大
豆
の
播
種
機

が
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る

た
め
、
麦
・
大
豆
を
作
付

し
て
い
る
生
産
者
に
は
比

較
的
取
り
組
み
や
す
い
栽

培
方
法
と
も
言
え
る
。

ま
た
、
収
量
に
つ
い
て

は
出
芽
・
苗
立
ち
の
不
安

定
性
等
か
ら
、
移
植
栽
培

に
比
べ
て
1
割
ほ
ど
低
下

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
か

つ
、
品
質
（
味
）
が
落
ち

る
と
の
声
も
あ
る
。

▽
移
植
と
の
組
み
合
わ
せ

で
規
模
拡
大

直
播
栽
培
は
育
苗
や
田

植
え
作
業
が
不
要
と
な
る

た
め
、
通
常
の
移
植
栽
培

に
比
べ
て
労
働
時
間
が
削

減
さ
れ
る
。
農
林
水
産
省

の
調
査
に
よ
る
と
作
付
面

積
15
㌶
以
上
の
直
播
栽
培

を
導
入
し
て
い
る
経
営
体

で
は
、
導
入
し
て
い
な
い

経
営
体
に
比
べ
て
10
㌃
当

た
り
0・9
時
間
減
と
な
っ

た
（
2
0
1
7
年
産
〜
21

年
産
の
5
年
平
均
）。

ま
た
、
収
穫
期
が
1
〜

2
週
間
程
度
遅
れ
る
こ
と

か
ら
、
移
植
栽
培
と
組
み

合
わ
せ
て
作
業
ピ
ー
ク
を

分
散
さ
せ
る
こ
と
で
、
担

い
手
1
人
当
た
り
の
経
営

面
積
の
拡
大
に
有
効
な
栽

培
方
法
で
も
あ
る
。

▽
東
海
は
乾
田
直
播
／
東

北
・
北
陸
は
湛
水
直
播
が

主
流以

前
は
直
播
水
稲
全
体

の
面
積
の
う
ち
、
湛
水
直

播
が
大
半
を
占
め
て
い
た

が
、
近
年
で
は
米
の
輸
出

に
向
け
た
国
の
推
進
を
背

景
に
、
乾
田
直
播
の
面
積

が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

も
う
一
つ
の
栽
培
方
法

で
あ
る
湛
水
直
播
は
、
代

か
き
作
業
が
必
要
だ
が
、

そ
の
代
か
き
に
よ
っ
て
雑

草
の
発
生
が
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、
湛
水
に
よ
る
保
温
効

果
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
や
東
北
な
ど
の
寒
冷

地
に
適
し
て
い
る
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
地
域
別
に
見
る

と
、
宮
城
県
、
山
形
県
、

福
島
県
と
い
っ
た
東
北
地

域
や
富
山
県
、
福
井
県
な

ど
北
陸
地
域
で
の
普
及
率

が
高
い
。
一
方
、
乾
田
直

播
は
東
海
が
最
も
多
い
。

な
お
、
東
北
に
つ
い
て
は

乾
田
直
播
も
東
海
に
次
い

で
多
く
、
乾
田
と
湛
水
を

合
わ
せ
た
直
播
全
体
の
作

付
面
積
は
地
域
別
で
最
も

多
く
な
っ
て
い
る
。

水
稲
直
播
栽
培
は
明
治
期
に
北
海
道
で
始
ま
り
、
高
度
経
済
成
長
期
に
農
村
か

ら
都
市
へ
と
人
口
が
流
出
し
た
こ
と
に
と
も
な
う
人
手
不
足
を
補
う
技
術
と
し
て

1
9
7
3
年
に
は
約
5
万
㌶
ま
で
増
え
た
。
そ
の
後
、
田
植
機
が
全
国
的
に
普
及

し
減
少
し
た
が
、
近
年
は
増
加
に
転
じ
、
23
年
産
で
は
全
国
で
約
3
・
9
万
㌶
、

全
水
稲
作
付
面
積
の
約
2
・
9
％
を
占
め
、
前
年
比
1
0
5
％
と
な
っ
た
。

▼

人
手
不
足
・
省
力
化
で
近
年
は
増
加
傾
向

▼

収
量
安
定
化
に
課
題
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同
調
査
は
6
月
19
日
か

ら
8
月
31
日
に
か
け
て
、

販
売
農
家
や
農
業
法
人
な

ど
米
の
生
産
者
を
対
象

に
、「
来
年
、
5
年
後
、
10

年
後
の
米
の
生
産
意
向
」

や
「
増
産
す
る
に
当
た
っ

て
の
課
題
」
な
ど
に
つ
い

て
質
問
し
、
8
0
9
5
件

の
回
答
を
得
た
。

◇
今
後
の
主
食
用
米
の
作

付
け
意
向

▽
来
年
は
高
い
販
売
価
格

を
理
由
に
3
割
が
増
産
意

向
（
グ
ラ
フ
1
）

26
年
度
の
主
食
用
米
の

作
付
け
意
向
に
つ
い
て

は
、「
増
や
し
た
い
」
が
29

％
、「
現
状
維
持
」が
56
％
、

「
減
ら
し
た
い
」が
4
％
。

8
割
以
上
が
25
年
産
同
等

以
上
の
作
付
け
意
向
を
示

し
た
。
生
産
を
増
や
し
た

い
理
由
は
「
販
売
価
格
が

高
い
か
ら
」
が
最
も
多
く

44
％
、
次
い
で
「
既
存
の

集
荷
業
者
か
ら
の
引
き
合

い
が
強
い
か
ら
」
が
18

％
、「
新
し
い
集
荷
業
者

か
ら
の
引
き
合
い
が
あ
る

か
ら
」
が
10
％
だ
っ
た
。

ま
た
、
増
や
し
た
い
面

積
は
1
㌶
以
上
3
㌶
未
満

が
最
も
多
く
、
減
ら
し
た

い
面
積
は
1
㌶
未
満
が
最

も
多
か
っ
た
。

▽
5
年
後
は
「
減
ら
し
た

い
」
＋
「
や
め
た
い
」
が

1
割
／
う
ち
半
数
以
上
が

後
継
者
未
定
（
グ
ラ
フ

1
・
3
）

5
年
後
の
主
食
用
米
の

作
付
け
意
向
で
は
「
増
や

し
た
い
」
が
32
％
、「
現

状
維
持
」
が
46
％
、「
減

ら
し
た
い
」
が
6
％
。
こ

れ
に
加
え
、
26
年
産
で
は

い
な
か
っ
た
「
や
め
た

い
」
と
の
回
答
が
5
％
あ

っ
た
。
増
や
し
た
い
面
積

は
1
㌶
以
上
3
㌶
未
満
が

最
も
多
く
、
減
ら
し
た
い

面
積
は
1
㌶
未
満
が
抜
き

ん
出
て
多
か
っ
た
。

ま
た
、
減
ら
し
た
い
も

し
く
は
や
め
た
い
場
合

に
、
代
わ
り
に
耕
作
す
る

者
は
い
る
か
と
の
質
問
に

は
、「
い
な
い
」
と
の
回

答
が
最
も
多
く
、
52
％
と

半
数
を
超
え
た
。

▽
10
年
後
は
「
増
や
し
た

い
」
＋
「
現
状
維
持
」
が

25
％
減
少
／
「
減
ら
し
た

い
」
＋
「
や
め
た
い
」
は

2
割
弱
に
増
加
（
グ
ラ
フ

1
・
3
）

10
年
後
の
主
食
用
米
の

作
付
け
意
向
で
は
「
増
や

し
た
い
」
が
24
％
に
減

少
。「
現
状
維
持
」
の
36

％
と
合
わ
せ
て
60
％
と
な

り
、
26
年
産
意
向
と
比

べ
、
25
％
も
減
少
し
た
。

一
方
、「
減
ら
し
た
い
」

と
「
や
め
た
い
」
を
合
わ

せ
た
割
合
は
、
5
年
後
の

11
％
か
ら
7
ポ
イ
ン
ト
増

え
て
18
％
と
な
り
、
2
割

近
く
ま
で
増
加
し
た
。

増
や
し
た
い
面
積
に
つ

い
て
は
、
10
㌶
以
上
が
最

も
多
く
、
減
ら
し
た
い
面

積
は
1
㌶
未
満
が
圧
倒
的

に
多
か
っ
た
。

ま
た
、
減
ら
し
た
い
も

し
く
は
や
め
た
い
場
合

に
、
代
わ
り
に
耕
作
す
る

者
は
い
る
か
と
の
質
問
で

は
、
5
年
後
同
様
「
い
な

い
」
が
最
も
多
く
、
49
％

と
約
半
数
を
占
め
た
。

▽
増
産
に
当
た
っ
て
の
課

題
は
「
米
価
の
安
定
」（
グ

ラ
フ
4
）

増
産
・
生
産
継
続
を
図

る
上
で
の
課
題
に
は
、
来

年
・
5
年
後
・
10
年
後
い

ず
れ
に
お
い
て
も
「
米
価

の
安
定
」
を
挙
げ
る
声
が

最
も
多
か
っ
た
。
こ
の

他
、「
機
械
装
備
の
増
強

が
困
難
」「
農
地
周
り
の

管
理
が
困
難
」「
労
働
力

の
確
保
が
困
難
」
も
す
べ

て
で
上
位
を
占
め
た
。

◇
25
年
産
の
作
付
面
積
は

「
増
や
し
た
」
が
3
割
強

（
グ
ラ
フ
2
・
5
）

25
年
産
主
食
用
米
の
収

穫
量
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
同
省
が
9
月
15
日
現

在
で
前
年
比
1
割
増
の
7

4
7
万
7
0
0
0
㌧
と
発

表
し
て
い
る
が
、
回
答
者

の
作
付
面
積
は
前
年
比
で

「
変
わ
ら
な
い
」
が
最
も

多
く
59
％
、
次
い
で
「
増

や
し
た
」
34
％
、「
減
ら

し
た
」
6
％
だ
っ
た
。
作

付
け
を
増
や
さ
な
か
っ
た

理
由
は
「
労
働
力
が
足
り

な
い
」
が
最
も
多
く
、
次

に
「
価
格
が
安
定
し
な

い
」
と
続
い
た
。

作
付
面
積
は
0
・
5
㌶

未
満
が
最
も
多
く
、
次
い

で
0
・
5
㌶
〜
1
㌶
未

満
、
5
㌶
〜
10
㌶
未
満
と

続
い
た
。
ま
た
、
主
食
用

米
以
外
の
作
付
け
品
目

は
、「
な
し
」
が
圧
倒
的

に
多
か
っ
た
。

【
調
査
概
要
】

〈
実
施
期
間
〉

2
0
2
5
年
6
月
19
日

〜
8
月
31
日

〈
回
答
者
〉

20
〜
80
代
の
米
生
産
者

（
販
売
農
家
・
農
業
法
人

そ
の
他
経
営
体
）
8
0
9

5
名（
個
人
6
8
4
5
人
・

法
人
1
2
5
0
／
平
場
5

1
0
4
・
中
山
間
2
9
9

1
）

〈
ア
ン
ケ
ー
ト
方
法
〉

農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
の
専
用
フ
ォ
ー
ム

に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
回
答

農
林
水
産
省
は
10
月
17
日
、
今
後
の
米
政
策
を
検
討
す
る
に
当
た
り
米
の
生
産

者
を
対
象
に
実
施
し
た
「
米
生
産
者
向
け
の
生
産
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を

発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
主
食
用
米
の
作
付
け
意
向
に
つ
い
て
、「
増
や
し

た
い
」
と
「
現
状
維
持
」
を
合
わ
せ
た
回
答
割
合
は
、
26
年
産
の
85
％
が
10
年
後

に
は
60
％
に
大
き
く
減
少
し
た
。
理
由
に
は
、
米
価
安
定
へ
の
懸
念
や
労
働
力
の

確
保
の
難
し
さ
な
ど
を
挙
げ
る
声
が
多
い
。

米
生
産
者
の
生
産
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
農
水
省

▼

米
生
産
現
状
維
持
以
上
が
10
年
で
25
％
減

▼

増
産
へ
の
課
題
は
米
価
の
安
定

▼

減
産

離
農
希
望
者
の
半
数
は
後
継
未
定
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